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地域社会に関わろう 会長 原田俊彦

次回以降の予定

12月23日・30日 休会

1月6日 職業奉仕フォーラム

第2580地区ガバナー
若林英博(東京麹町RC)

本日のプログラム

「半期を顧みて」
原田俊彦会長・田中保幹事

■ 例会日 毎週木曜日 １２：３０～１３：３０ ■ 役 員 ／ 会長 原田 俊彦

■ 例会場 〒103-8520  東京都中央区日本橋蠣殻町2-1-1 会長エレクト 石渡 秀雄
ロイヤルパークホテル TEL 03-3667-1111・FAX03-3667-1615 幹事 田中 保

■ 事務局 〒130-0013  東京都墨田区錦糸1-1-5 Ａビル６Ｆ 副幹事 波多野幸雄
TEL 03-5637-4608 ・ FAX 03-5637-4611      
E-mail  tokyobay@club.email.ne.jp 会報委員長 宮島俊雄

Serve to Change Lives
シェカール・メータ会長

カルカッタ-マハナガルRC(インド)
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世界で、日本で、地域で、
良いことをしよう

2021年12月9日

第1376回 例会報告
会員数 出 席 出席率 前々回訂正出席率
19人 16人 84.21% 11月25日 休会

＜会長／幹事報告＞

・なし

＜委員会報告＞

・なし

＜伝達・贈呈＞

・12月の記念日：会員お誕生日 4日 丸山会員

・東分区懇親ゴルフ大会表彰

個人10位、シニア優勝：丸山会員

個人20位：波多野会員

ニアピン(8番ホール)：工藤会員

■ 点 鐘

■ ロータリーソング 「手に手つないで」

■ ゲスト：グエン・マイ・アインさん(米山学友)



12月9日のプログラムは「年末夜間例会」でした。
本年度もご家族をお呼びすることは叶いませんでしたが会員が集まり、米山学友アインさんをお迎えして、暖かく
楽しい例会となりました。ロイヤルパークホテルの中華料理も素晴らしいものでした。

原田 俊彦君 本日は夜間例会です。大いに楽しみましょう。市川さん「東京建築百たん」ありがとうござ
います。なかなか無い本なので、ゆっくり読ませていただきます。

田中 保 君 今日は夜間例会です。よろしくお願いします。
波多野幸雄君 原田会長・田中幹事、半期ご苦労様でした。後半期よろしくお願いします。年末夜間例会、

楽しくやりましょう。
三宅 郁子君 本日よろしくお願いします。
岡本 隆一君 いよいよ年末会ですね～。
許 瑛子 君 夜間例会、楽しみましょう。
土屋 東明君 今日は、楽しみましょう！
荒井 節子君 一年振りの夜間例会、楽しみです。会長・幹事・親睦委員長・副委員長のセッティングに感

謝致します。今日は、雅子皇后のバースデイと重なりラッキーですネ。カーネーションをプレ
ゼントしたく、用意させてもらいました。

野木 芳宏君 夜間例会、楽しくやりましょう。
金子高一郎君 本日は、年末夜間例会、宜敷くお願いします。アインちゃん、久しぶり！！
森 達郎 君 コロナ禍で大変な１年間でした。なんとか夜間例会が開催されます。来年は良い年になり

ますように。
丸山 文人君 2021年、最後の夜間例会、楽しい夜を過ごしましょう。
林 茂男 君 夜間例会、楽しみましょう。
水谷 文彦君 夜間例会、楽しみましょう。
石渡 秀雄君 出来るだけハッピーと思いましょう。夜間例会、家族がいない夜間もさみしいものですが、

楽しみましょう。 合計 30，０００円

2021-22年度会長 シェカール・メータから2021年12月のメッセージ

パンデミックにより依然として世界中で人びとの命が危険にさらされているこの状況下では、公衆衛生が人びとの関心を集めてい
ます。マスクを着用しソーシャルディスタンスを保つようになった今、人びとは新型コロナウイルスのせいで医療従事者の仕事につい
て以前よりもくわしくなったとも言えます。そして、パンデミックと闘う中、大切な人びとを守るために自分に何ができるのかということ
も学びました。12月はロータリーの疾病予防と治療月間です。このたびのパンデミックで、疾病が地域社会にもたらす打撃を私たち
は最悪の形で知ることになりました。しかし、疾病との闘いは世界中でロータリアンが何十年も前から尽力してきたことなのです。ロ
ータリーの七つの重点分野の一つでもあります。ロータリアンは、健康と幸せは人としての権利だと信じています。それなのに、世界
中で4億人の人びとが命と健康を守る医療サービスを受けられない状況にあります。診療所や眼科病院、血液銀行の設立や、設備
が整っていない地域で医療が受けられるようにするための体制づくりなど、私たちが行っている活動はどれも、恵まれない人びとに
もっとも甚大な被害を出す感染症流行を止めるために重要なのは医療へのアクセス、予防、そして啓蒙活動であるという根本的な
信念に根ざしています。私が医療活動にかかわったのは所属クラブであるCalcutta-Mahanagarロータリークラブに入会してから
のことです。中でも印象的なのは、これまで2,500件を超える心臓手術をインドやパキスタン、バングラデシュ、ネパール、アフリカの
子どもたちに無料で施してきたSaving Little Heartsというプログラムの立ちあげにかかわったことです。いまや国際的なプログラ
ムとなりましたが、当初の目標は地元の地域社会でたった6件の手術を行うことでした。今日では、今後5年間で20,000件の手術
を完了させるのが目標となっています。こういった課題に取りくみ、世界に模範を示すのがロータリーの役目です。ロータリーが世界
中で実施しているファミリー・ヘルス・デーには、ここ10年間で医療従事者や政府職員が10カ国で250万人の人びとに無料で診
察を提供してきました。同様のヘルスキャンプ（無料巡回診療）がインドでも行われ、何千人もの恵まれない人びとに無料で手術を
提供してきました。インドからアフリカへと毎年派遣される医師団は、疾病予防と治療における実地的な奉仕活動の好例です。また、
地元でできる活動もあります。たとえば、米国やメキシコのクラブはメキシコの小さな町ゲレロで無料診察クリニックを設立・運営する
資金を提供しています。それからもちろん、市民社会の医療ケアにおける最高の例は何と言ってもロータリーのポリオ根絶活動です。
今月は、ぜひ疾病の予防と闘いに重点を置いてクラブ活動の予定を組みたててください。より多くの人びとに変化をもたらすために
、今こそ、クラブと地区のプロジェクトでこれまで以上に大規模で大胆なアプローチを採用するべきです。目標達成に向けて現状を
確認しましょう。何カ月ではなく何年にもわたって変化を保てるような戦略を立てましょう。誰もが健康で長生きするべきなのです。み
んなの人生を豊かにするために奉仕すれば、あなたが今日とった行いのおかげでほかの誰かが長生きすることになるでしょう。


